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◆ＮＥＷＳ◆ 「除染に関する最新情報を伝え、県民のニーズに応えたい」

除染情報プラザが展示内容を一新、リニューアルオープン!!

（７月７日）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

「除染情報プラザ」は、福島県と環境省が、除染に関する専門家を市町村

等の要請に応じて派遣するとともに、除染ボランティア活動等の関連情報の

収集・発信を行う拠点として、平成２４年１月、原子力学会や日本原子力研

究機構と連携して設置しました。

これまで「除染情報プラザ」が果たした役割のうち、専門家の派遣では、

放射線全般に関する講習会や、除染を行う事業者への作業方法の説明等地域

のニーズに応じて最適な専門家を選び派遣しており、６月末までの専門家の

派遣は７６件、講習会の参加人数は４，２７５人となりました。

また、閲覧スペースについては、２月末にオープンし、これまでも県民の

方々へ情報を発信してまいりました。

今後、除染作業が各地で本格化されていくことを踏まえ、より多くの県民

の皆様にご利用いただけますように、放射線測定器の正しい測定方法を体験

できるコーナー、福島県内各地で行われている除染活動のトピックスのご紹

介、大型テレビモニターによる最新のモニタリング結果・除染の進捗状況等

の展示、放射線や除染に関するＱ＆Ａ、除染作業の具体例などを充実します。

また、閲覧スペースの充実と共に、出張展示なども積極的に実施し、これ

までよりもスピード感を持って、除染に関わる進捗状況などを皆さまにお届

けしてまいります。

■リニューアルポイント

○展示コーナー

除染に関する最新情報、関連トピックス、汚染状況、各市町村での除染作

業を行った地域の情報および進捗状況などをタイムリーに紹介します。

○放射線コーナー

放射線に関する疑問や対応に、タッチパネルモニター画面にふれるＱ＆Ａ

形式で回答します。

展示された放射線測定器を使っての放射線の測定体験ができます。

○除染コーナー

家や仮置き場の模型を使った、除染作業の内容や除染効果、安全確保のた

めの対策などを紹介します。

○コミュニケーションコーナー

国の直轄地除染の取組やボランティア除染の情報を発信すると共に、除染

に関する最新技術資料や各自治体の除染資料などを提供します。

○コンサルティングコーナー

プラザ内に常駐しているアドバイザーが除染に関する来場者の質問や相談

をお受けします。

■除染情報プラザについて

開館時間：１０：００～１７：００

※休館日 月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合せ：０２４－５２９－５６６８

住 所：福島県福島市栄町１－３１ ＮＦＣ 第２ビル １階

詳しくは「除染情報プラザ」ホームページをご覧下さい。

http://josen-plaza.env.go.jp/
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◆ＮＥＷＳ◆ 避難指示解除準備区域への帰還・復興を支援するための放射

線モニタリング測定結果の一部を公表（７月６日）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

文部科学省、内閣府原子力被災者生活支援チーム、復興庁、環境省及び福

島県は、今回、避難指示解除準備区域（南相馬市、田村市、川内村）への帰

還に向けて、地元の要望を踏まえ、安全・安心の確保に向けた詳細なモニタ

リングを実施しており、今般、今年６月１８日及び１９日に南相馬市で実施

したモニタリング結果を公表しました。

■測定概要

南相馬市の小中学校、高等学校、幼稚園、保育所や、病院、図書館、児童

館・児童センター・障害児施設・放課後児童クラブの敷地内の主要なポイ

ントにおける空間線量率（１ｍ及び５０㎝高さ）を測定。

■測定対象（１４施設）

・保育所 ：市立おだか保育園

・幼稚園 ：市立小高幼稚園、市立福浦幼稚園、市立金房幼稚園、

市立鳩原幼稚園

・小学校 ：市立小高小学校、市立福浦小学校、市立金房小学校、

市立鳩原小学校

・中学校 ：市立小高中学校

・高等学校：県立小高工業高等学校、県立小高商業高等学校

・病院 ：市立小高病院、医療法人創究会 小高赤坂病院

■モニタリングの結果

・小中学校、高等学校、幼稚園、保育所の敷地内の空間線量率は、校庭・

園庭等について１２施設のうち２施設が、毎時１．０マイクロシーベル

ト以上となっており、最大値は、毎時１．４７マイクロシーベルト（市

立鳩原小学校の校庭、５０㎝高さ）でした。また、玄関及び昇降口等の

屋外におけるコンクリート敷地及び教室等内については全て毎時１．０

マイクロシーベルト未満でした。

・病院の敷地内の空間線量率は、屋外２施設のうち医療法人創究会 小高

赤坂病院の１箇所（雨天時に敷地内の雨水を一時貯留する調整池として

利用される場所）が、２．１０マイクロシーベルト（５０㎝高さ）でし

たが、それ以外の屋外の空間線量率については、２施設共に全て毎時

１．０マイクロシーベルト未満となっており、屋内については全て毎時

１．０マイクロシーベルト未満でした。

各施設ごとの詳細な測定結果等については文部科学省のホームページをご覧

下さい。

http://radioactivity.mext.go.jp/ja/contents/6000/5677/24/348_0706.pdf
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◆訂正のおしらせ◆ 平成２４年６月１５日公表「旧緊急時避難準備区域(南

相馬市、田村市、川内村、広野町、楢葉町)の復旧を支

援するための放射線モニタリングアクションプランの

測定結果について」の訂正について（７月１２日）
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平成２４年６月１５日環境省発表「旧緊急時避難準備区域(南相馬市、田村

市、川内村、広野町、楢葉町)の復旧を支援するための放射線モニタリングア

クションプランの測定結果について」資料中の検出された放射性物質の濃度に

ついて誤りがありましたので、お知らせします。

■検出された放射性物質の濃度の訂正

誤：セシウム１３４：１１．１ベクレル／リットル

正：セシウム１３４： ５．５ベクレル／リットル



誤：セシウム１３７： ５．５ベクレル／リットル

正：セシウム１３７：１１．１ベクレル／リットル

詳しくは環境省のホームページをご覧下さい。

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=15359
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ふれあいニュースレター＜電子版＞でも、６月２１日にＮＥＷＳとして、

「旧緊急時避難準備区域および避難指示解除準備区域における井戸水等のモ

ニタリング結果を公表(06/15)」を配信しておりましたが、上記訂正内容を踏

まえ下記のように修正しましたので、お知らせします。

＜６月２１日配信内容（抜粋）＞

■調査結果

１）旧緊急時避難準備区域（田村市分：６８１箇所）

放射性ヨウ素：全地点で不検出

放射性セシウム：１箇所で検出。残り６８０箇所は不検出。

（セシウム１３４：１１．１ベクレル／リットル、セシウム１３７：５．５

ベクレル／リットル）

＜修正した内容＞

■調査結果

１）旧緊急時避難準備区域（田村市分：６８１箇所）

放射性ヨウ素：全地点で不検出

放射性セシウム：１箇所で検出。残り６８０箇所は不検出。

（セシウム１３４：５．５ベクレル／リットル、セシウム１３７：１１．１

ベクレル／リットル）

詳しくは「ふれあいニュースレター＜電子版＞0621（PDF 形式）[修正版]」を

ご覧下さい。

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/letter_fureai16_0621.pdf
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